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43 この点についてはすでにディベリウスが指摘していた。Martin Dibelius : Die 
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45 「あなたたちの間にある」の原語は“entos hymon estin”である。これは、「あ
なたたちの中にある」とも訳することができる。ここで問題となるのは“entos”
という前置詞である。たとえば英語で entos の候補となるのは“within”“among”
“in the midst of”などがある。純粋に意味論的な観点から考察したマーチンは、
もっとも自然な「中に」以外の意味を選ぶ理由を見い出さなかった。Raymond 
B. Marcin： The Kingdom of God is Within (Among) (in the Midst of) You, in American 



























A.Fitzmyer:The Gospel according to Luke(X-XXIV), Anchor Bible, 1985, p.1161）。し
かし、これはこれで十分に「内的な現実」ではないだろうかという疑念を抑え
ることは難しいように思われる。










































48 Gerhard Kittel, Gerhard Friedrich,et al.(ed) : Theologisches Wörterbuch zum Neuen 


















49 Joel Marcus 2002, p.72.
50 「東方における皇帝誕生の知らせは思うよりも早く広まった。どの都市もこ





























51 Helmut Schwier: Tempel und Tempelzerstörung : Untersuchungen zu den 
theologischen und ideologischen Faktoren im ersten jüdisch-römischen Krieg (66-74 n. 



















































































た。Gerd Theissen: Evangelienschreibung und Gemaindeleitung, in Bernd Kollmann, 
Wolfgang Reinbold et al,（ed): Antikes Judentum und Fruehes Christentum: Festschrift 
fuer Hartmut Stegemann Zum 65. Geburtstag, Walter De Gruyter, 1998.
140
横浜市立大学論叢人文科学系列　2016：Vol.67　№ 2・3
イエス」、悪魔払いによって人々を病気や悪から救い出すイエスの活動が
あった。それは反-家族的エートスを掲げ一所不住の生活を送る放浪する
霊能者の活動だった。他方の焦点は「復活するキリスト」の「福音」であ
る。福音を信じながら世界の憎悪のためにたえず死を意識せざるを得ない
集団である。おそらく、原始キリスト教に参画した人々にとってそれら二
つの焦点は、多少の差はあれつねに同時に意識されていたのであろう。そ
れが福音書の誕生とともに、死の宗教という側面が強くなり、やがてイエ
スの現世的側面が背景に退くに従って観念的要素が強くなっていき世界か
らの遊離した存在になっていく。原始キリスト教も、いわゆる「第二の極」
としての「宗教」に変様していくのである。おそらく、こうした形で原始
キリスト教の歴史を描くことができるであろう。そこには、十分考えられ
ていないことがまだ眠っているように思われる。秘儀宗教的な要因が強い
影響力を及ぼしていたことは、おそらくまだ十分考えられてこなかったよ
うに思われる。言い換えれば、その分、ユダヤ教的要素が過大評価されて
きたように思われる（とくにイエスが知っていたのは「民衆向けのユダヤ
教」にすぎなかったという洞察はきわめて興味深い）。そして、福音書の
生成にとって政治権力に対する対抗意識が大きく関与していたことも、こ
れまで以上に考察されるべきであると思われる。それは政治の土俵に上る
ことなく、政治権力に対抗する対立軸を創り出す運動となる。これらの論
点については稿を改めて主題化することにする。
55 マルコ福音書の成立背景をこのように理解するならば、ニーチェが流布させ
た弱者のルサンチマンに基づく宗教としてのキリスト教というイメージは大幅
に修正、あるいは放棄されるべきであることが判明するだろう。「福音」を言書
の冒頭に掲げ世に名乗りでる心構えをもつには、世界からの完全な孤立無援と
殉教を敢然と受け入れる勇気がなければならなかった。そういう意味で、初め
て書かれた福音書であるマルコ福音書は勇気の書であった。そこにはニーチェ
には及びもつかない強さが込められていたと言うべきである。
